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1.全国の農福連携の状況



日本農福協会資料
https://noufuku.or.jp/wp-
content/uploads/2022/04/2022033
1_%E5%88%A5%E7%B4%99%
EF%BC%91_%E5%8C%97%E6
%B5%B7%E9%81%93.pdf

福祉側 275 主体、
農業側 285 主体、
合計 560 主体

過去に１度でも
作業請負等関係を
結んだ事のある主体

北海道の
農福実施地図
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実施件数が多い地域
①都市近郊

福祉事業所が多い。
②野菜生産地域

高収益作物、機械化に限度

図1 A, B型＋就労移行支援事業所数

事
業
所
数

●:実践福祉事業所

●:実践農業者

機械化が進む水稲や畑作、
(マメ類・イモ類を中心)
でも実施されている。

畜産の実施割合も
本州に比べて高い。

2. 北海道における農福連携実施主体の地域分布
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(日本農福連携協会資料2022年3月現在)

道福祉局障がい者保健福祉課
(2021年12月現在で集計)
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/
shf/jigyousyosisetuichiran.html
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水稲！ 畑作物
(ムギ類、
マメ類、
バレイショ、
テンサイ)野菜野菜

水稲

飼料作物飼料作物

飼料
作物

果樹

北海道
中央部

北海道南部

北海道
東部
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畑作物

飼料作物

飼料作物

釧路・
根室

北海道
北部

畑作物

図1 北海道における
地域別農業形態

(北海道開発局の図を
改変)

畑作物野菜
酪農
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〇農家戸数が減少し、1戸当り経営面積の拡大←道内の他地域と同様

〇経営面積が大きく（乳牛飼養頭数が多く）、経営基盤がしっかりしている。

農福連携導入の有無により、当面の経営が左右される度合いが小さい。

3.農福連携導入からみた道東地域の特徴

共通点
〇機械化が非常に進んでいる。

農業側

長期的には・・・

②大規模畑作地帯 (十勝、ｵﾎｰﾂｸ北見・斜網地区)
①酪農地帯(釧路、根室、ｵﾎｰﾂｸ東紋・西紋地区)

※十勝特に周辺部は畑酪混合地帯

〇地方都市を除いて福祉事業所の数が少ない。福祉側
〇地方で展開する場合は、移動距離が長い。
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道東地域で農福連携を進めるためには
－他の地域との比較－

地域全体でデザインを関連機関の間で議論し、地域の活性化
（人口減少・流出）の防止の観点から

農福連携の導入を考えることが必要

園芸作物(野菜・花き・果樹)生産、
小規模畜産(養鶏・養豚・酪農・肉牛)が盛んな地域

点→面
個別経営でできる所から農福連携を導入し、年数がたってから
地域で組織化

最初から面をある程度意識して取り組む
地域のコーディネイター的存在や
中間支援組織(農福連携協議会)が重要
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飼養頭数2500頭規模(メガファーム)の酪農経営体における農福連携

酪農における先行事例

多くの手作業を残す酪農経営体における農福連携

①酪農地帯(釧路、根室、ｵﾎｰﾂｸ東紋・西紋地区)

新得共働学舎

釧路市 仁成ファーム

44年の歴史

多数を占める
中規模の
家族で営む
酪農経営体

農福連携事例が
少ない
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メリット
○冬季間にも一定量の仕事がある
○毎日 同じパターンで仕事が進むので、熟練しやすい。

障がい者チームと作業のﾏｯﾁﾝｸﾞが単純
○熟練すれば、福祉ｽﾀｯﾌの支援が少なくて済む。

畜産における農福連携の特徴

耕種農業(水田,畑作,野菜,果樹,花き)との比較

留意点○衛生管理のﾙｰﾙを遵守し慣れる必要
○家畜の近くでは危険が伴う場合が・・・
〇酪農は、重要な仕事が早朝と夕方遅くに偏りやすい。

(福祉事業所を介さず、昔から続けている例もある。)

農福連携の実施件数と家畜の種類 牛(酪農・肉牛)≦豚≦養鶏



ほうきを使って

ちらかったえさを牛の方に寄せる

恵庭市農福連携ネットワーク
成功事例集令和3年度
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餌(エサ)寄せは、乳牛または肉牛を飼養するうえで
非常に重要な作業

飼料高騰の情勢の中、なおさら・・・

4.酪農専業地帯における農福連携導入の具体的な提案
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提案1：飼養頭数中程度の酪農家が多い地域
(つなぎ飼い牛舎とパイプラインミルカー)

障がい者チームで、餌寄せ(10～30分)と軽作業を
酪農家を巡回して、午前と午後の2回実施
酪農家

酪農家

酪農家

酪農家

酪農家

福祉事業所

5名の障がい者と
福祉スタッフ1名

時間帯と軽作業の内容
ｶｰﾌﾊｯﾁの糞出し
敷料替え 哺乳など
農と福で協議して決める
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酪農家 酪農家

酪農家

酪農家

酪農家

提案2：飼養頭数多い酪農家が多い地域
(ﾌﾘｰｽﾄｰﾙとﾐﾙｷﾝｸﾞﾊﾟｰﾗｰ)

福祉事業所

TMRセンター

TMRｾﾝﾀｰと福祉事業所が作業請負契約する

酪農家 酪農家

酪農家 酪農家

5名の障がい者と
福祉スタッフ1名

障がい者チーム
で、
午前～午後
ﾊﾟｰﾗｰの清掃
その他軽作業を
酪農家を巡回
して、実施
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提案3：地域の哺育・育成センターに福祉事業所から通う
作業内容：餌やり、ｶｰﾌﾊｯﾁの糞出し・敷料替え

哺乳およびその補助

哺育・育成センター 福祉事業所

その他：乳加工製品工場での農福を考える
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〇海外線が長く、水産業が盛んな地域が多く、

〇他の地域に比べて、園芸作物の割合が少ない。

〇他の地域に比べて、スマート化が進んでいる。

農閑期や冬の仕事として、水産加工業との連携を考える可能性がある。

②大規模畑作地帯 (十勝、ｵﾎｰﾂｸ北見・斜網地区)の特徴

〇大規模経営における農福連携事例は少なく、
中小規模もしくは福祉完結型の事例がある。

CSR(企業の社会的責任, Corporate Social Responsibility)
CSV(共通価値の創造, Creating Shared Value)

〇JAが大きく、農産物加工工場が多い。
障がい者のできる仕事を洗い出せば、一定量の仕事が見いだせるケースも
多いと考えられる。



155.大規模畑作地帯における農福連携導入の具体的な提案

①.農福関連産業全体でリレー方式に障がい者の雇用機会を創出する。・・・・
リレー方式ワークシェアリング(提案1)

②.複数の畑作農家と福祉事業所が契約し、遊休地やビニールハウス
を利用し、小規模な園芸作物生産を実施する (提案2) 。
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提案1：地域の組織的なリレー式ワークシェアリング

福祉事業所

各農産物加工工場、近隣農業者が障がい者にも
できる仕事を洗い出し、リレーする

製糖工場
(ﾃﾝｻｲ)

JA集出荷施設
(ﾆﾝｼﾞﾝ・生食用ﾊﾞﾚｲｼｮ)

デンプン工場
(ﾊﾞﾚｲｼｮ)

ビーンズ
ファクトリ

JA(花豆)

畑作農家
福祉事業所

の立上げ
①福祉側から
②農業側からか？

オホーツク地域で季節労働者の労働力が必要な時期に循環していく。

畑作農家

畑作農家
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11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

地域でのリレー式ワークシェアリング

テンサイ製糖工場
テンサイ育苗作業 圃場での

除草作業
ニンジンの
選果作業

8 9 10 11 12

バレイショ・
タマネギの
収穫、選果作業

花豆の
収穫作業

テンサイ
製糖工場

マメより作業
ビーンズファクトリー
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農協主導の農福連携の先行事例(上川地域) 水稲種子温湯消毒(3月)

水稲種子計量機 ネット詰された水稲種子ネットのひもを縛る作業 作業終了後、清掃を行う

口ひもを調整してフックに
引っ掛けている

ネットが湯に入っている状態脱水後の状態脱水終了後、ネットを数回
上げ下ろしする（破袋確認）

製品を確認し、棚に積む
ネット詰種子

年度末のJA職員の忙しい時に大変助かる!

写真
提供
JA
たい
せつ

写真
提供
JA
あさひ
かわ

〇3月は農福を実施する福祉事業所の仕事が非常に少ない時期
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農協主導の農福連携の先行事例 水稲種子の芽だし(4月)

〇外国人技能実習生がコロナ、円安で来日し
にくくなる情勢の中、非常に貴重な戦力

写真
提供
JA
あさひ
かわ

種もみを並べた棚をリフトで
移動

乾燥させた種もみの
搬出作業

ネット全体をユニックで
吊るしている

くみたて槽に浸水させて
いる種もみ

ネットからフックを外す作業育苗箱にネットをのせている 種もみをラックに入れる
収納し終わった種もみ
（４列×８段×５トレー）



(石狩農業改良普及センター)

提案2：複数の畑作農家と福祉事業所が共同で、

各種インゲンマメ、スナップエンドウ

収穫最盛期には連日の若莢収穫

若莢生産

〇手間がかかる。

小規模な園芸作物生産

20

自宅近くの圃場

ﾊｳｽ(ﾋﾞｰﾄ移植後) 〇単価が高い
竹豆(虎豆、花豆)の生産
近年、減少
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図5 労働生産性(収益/栽培労働時間).
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有利な点
〇若莢：A品収量が高い（対専用区61％）
〇子実：収量(対専用区84％)
〇収穫位置が低く作業性に優れる
〇労働生産性が向上
〇脱穀等、秋以降の作業機会増加→作業の平準化

若莢収穫終了適期
子実若莢兼用①区

(収穫ピーク時(収穫開始10日後))

〇労働力不足で、栽培が減少している
伝統的な農産物の生産を農福で守る。

〇農福にあった栽培技術を考案する。

花豆、虎豆などつる性インゲンマメ(竹豆)の生産維持

本州では、いろいろな事例がある。
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日本農福協会資料https://noufuku.or.jp/wp-
content/uploads/2022/04/20220331_%E5%8
8%A5%E7%B4%99%EF%BC%91_%E5%8C%97
%E6%B5%B7%E9%81%93.pdf

石狩地域の農福実施地図●:実践福祉事業所

●:実践農業者

恵庭市

江別市

小樽市北後志

千歳市

6. 実施主体が多い地域には中間支援組織(協議会)やｺｰﾃﾞｨﾈｲﾀｰ的存在がある。
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日本農福協会資料https://noufuku.or.jp/wp-
content/uploads/2022/04/20220331_%E5%8
8%A5%E7%B4%99%EF%BC%91_%E5%8C%97
%E6%B5%B7%E9%81%93.pdf

農福実施地図
●:実践福祉事業所

●:実践農業者

上川地域

北空知地域

道南地域
(函館市近郊)

美瑛町

旭川市

北空知は農協主導
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旭川市の
農福連携

旭川市
自立支援協議会資料

農も福も顔がみえる単位の中間支援組織が重要!
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美瑛町
の農福
連携
全体像

美瑛町
農福連携推進
協議会資料
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恵庭市の農福連携ネットワーク

農業者
道央農業協同組合 恵庭・北広島営農センター
公益財団法人 道央農業振興公社
石狩農業改良普及センター
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
特定非営利活動法人恵庭手をつなく育成会 やまびこ
株式会社 テイクワン
特定非営利活動法人工房恵庭運営委員会 工房恵庭
恵庭市障がい者総合相談支援センターe-ふらっと
株式会社 はやて
特定非営利活動法人ワーカーズコープ 恵庭地域福祉事業所
就労継続支援B型事業所 ENY-WORK
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
恵庭市経済部（農政課）
恵庭市保健福祉部（福祉課・障がい福祉課）

農業者
農業支援機関

農業
福祉事業所
福祉関係機関

福祉
連携

障がい福祉課
農政課
福祉課

行政

恵庭市の農福連携ネットワーク資料



表１ 道内各地の農福連携推進のための中間支援組織の活動状況

2022年11月、名寄市立大学小泉隆文講師及び農林水産政策研究所直江フェローと共同で作成。

池田町、本別町・・・

名称

中間支援組織の
位置付け

主導機
関／部
局

相談窓口
活動
開始
年次

会⾧

請負契約の締結に向けたマッチング

事例集
の作成

農協の
積極的
関与

地域お
こし協
力隊の
関与

いわゆる農
福連携ジョ
ブコーチ等
の専門職員
の配置

担い手研修セ
ンター、農業
試験センター
または農業改
良普及セン
ターの技術的
アドバイス

取組開
始の際
の資金
援助

市町村自
立支援協
議会（障
害者総合
支援法第
89条の3）

任意の
協議会

①契約締結の契機
の創出

②契約相手とつな
がる 市町村

外の福
祉事業
所へのｱ
ﾌﾟﾛｰﾁ

③契約の締結

農業側 福祉側 出会いの
場の設定

研修会
の開催

契約相手
の紹介

契約相
手の開
拓

農作業
内容の
調整

請負報
酬単価
設定へ
の関与

恵庭市農
福連携
ネット
ワーク

◎
市障が
い福祉
課

市農政
課

市障が
い福祉
課

H28 ー ◎

◎
（問い合
わせ時に
紹介）

△
（農業
側抑制
的）

〇 ◎ ◎ ◎

◎
（事業所職
員が研修を
修了）

◎

美瑛町農
福連携推
進協議会

◎ 市農林
課

市農林
課 ー R3

福祉
事業
所

◎ ◎ ◎ ◎

◎
（町が選任
として採用
し、作業補
助を実施）

◎ ◎

旭川市
（特別の
名称な
し）

◎
（就労部
会）

市農政
課＋市
障害福
祉課

市農政
課

市福祉
課 H30 ー ◎

◎
（問い合
わせ時に
紹介）

◎ ◎

幕別町
（特別の
名称な
し）

◎
（就労支
援部会）

町農林
課＋町
福祉課

市農政
課

市福祉
課 H30 ー

◎
（まくべつ
就労促進カ
フェ）

○

◎
（問い合
わせ時に
紹介）

◎
（声掛
けまで
実施）

○ ○

江別農福
連携協議
会

◎ 大学 ー ー H26 農業者 △

〇
（問い合
わせ時に
紹介）

△

29



農と福の顔がみえる関係の十勝・オホーツク・根釧の
地方版中間支援組織が重要！！

30

1. 市町村が主体的に推進する例
1)福祉部局 2)農業部局

2. 自立支援協議会（就労部会）が農福連携を推進テーマ
として議論しながら進める例

3. 農協（農業団体）が地域農業のために取り組む例
4. 民間事業としての農福連携マッチング例

(合同会社 「カレイドスコープ」)
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(3)共通の農作業サポーター(福祉側の人手不足対策)
←地域おこし協力隊の活用
←福福連携の重要性

施設外就労の加算が廃止
→施設外支援

(1)冬期間の就労機会の創出

①6次化 ②他産業と結びつける

③初冬期および冬の終りでも可能な作物生産のための技術開発

(4)直接雇用型(農業側の一般就労の受け皿)をいかに増やすか？

←農業技術者に参画してもらう必要

(5)農業版ジョブコーチの活用

(2)冬期間を利用したステップアップのための研修
←一般的な研修だけてなく、実践現場に応じた勉強会

7. これからの農福連携の課題
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パターン１ 福祉事業者主体
＜福祉事業所が農業参入＞

パターン2 農業者が主体
＜農業者が障がい者を雇用＞

パターン3 福祉事業者と農業者が連携（事業所から畑に通う）

取組やすい
パターン

パターン4 企業主体＜企業が特例子会社をつくり、農福を実践する＞

図は、北海道総合
研究調査会
(HIT)資料を改変

福祉完結型 直接就労型

農福連携型



338. 農業版ジョブコーチに期待される役割
1)自分自身が携わる農福連携の現場をステップアップさせる。

2)農福連携を実施している農業者、福祉事業所に
ステップアップのためのアドバイスをする。

～日常基本業務＋α(農福連携支援業務)～

3)担当地域の農業に関する社会資源と、
福祉に関する社会資源を結びつける。

4) ①農福連携活動を開始しやすい
②農福連携活動がステップアップしやすい

中間支援組
織をつくる。

地域の農福連携推進のkey personの一人になる。

“多数の共通認識を持つ地域推進員が地域を動かす。”
(熊本農福連携地域推進養成塾のConcept)
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～農福連携に関心を持ち始めた現場～

①農福連携の特徴(他の人手不足対策と比較)についての紹介

②農福連携を開始する手順についてのアドバイス

③開始し、長続きするための福祉側への配慮

③実践経験に基づく基礎的な農業技術に関するアドバイス

④農福ならではのメリットについて説明と具現化に関する
アドバイス

～農福連携を開始したばかりの現場～

①長続きするための福祉側への配慮

②農作業の細分化に関するアドバイス
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～農福連携を実践し、ステップアップを求めている現場～

①実践経験に基づく細部にわたる農業技術に関するアドバイス

②農福連携による農作業の効率化についてのアドバイス

③農福連携による農作業の種類の拡大についてのアドバイス

～農福連携を実践する福祉現場での活動が
障がい者の成長を考えたものになっているかのチェック～

基本的なチェック項目について日本農福連携協会で検討中

見本となる福祉現場←農福アワード
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パターン3 農福連携型（通い型）

パターン2 直接就労型（農業者主体型）

パターン1 福祉完結型（福祉事業所主体型）

パターン4 企業主体型
（持込み型）

パターン5 病院・NPO主体型 ユニバーサル農園
障害者、ひきこもり、認知症高齢者に農作業

園芸療法、園芸福祉

9.農福連携のパターンからみた北海道の特徴
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パターン3農福連携型（通い型）が最も多い。

パターンからみた北海道の特徴

○経営規模が大きく収益面から障がい者の受け入れ余地がある
○人手不足に直面している農業経営が増加

→施設外就労での、障がい者援農へのニーズが潜在的に高
い。

①耕作放棄地が少ない。
②大型農作業機の所有→広い経営面積をこなせる。

〇借りられる農地の確保が難しい。

パターン4 企業主体型はみられない。
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〇パターン3農福連携型（通い型）の実績を積み、

農業技術に自信をつけた福祉事業所

10.近年の府県における注目すべき農福連携の動き

→パターン1 福祉完結型を始める

〇パターン3農福連携型（通い型）の実績を積み、

障害者を貴重な戦力と認識し、福祉理解も深めた農業者

→パターン2 直接就労型を始める

〇パターン5園芸福祉・園芸療法の観点をもった農福も

全体からみると少数だが、事例が各地で・・・

〇パターン3農福連携型（通い型）の実績を積み、
受け入れる障害の種類や程度が多様化

(生活介護障害者にも役割を見出し許容)

将来的には、
北海道の特徴を
もちながらも
類似した
動きがあるかも・・・
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農福連携活動の究極の目標は
地域を活性化し、共生社会を
農業を通して実現する事です。

ご清聴ありがとうございました。

～農福連携導入の動機はどうあれ、
継続し進展させていくと～


